


















1)　 第一巻は『男たちの妄想  Ｉ  女・流れ・身体・歴史』として 1999 年に、第二巻は『男たちの
妄想  Ⅱ  男たちの身体－白色テロルの精神分析のために』として 2004 年に刊行された。原著
名は以下のとおりである。Klaus Theweleit: Männerphantasien, Bd.1: Frauen, Fluten, Körper, 
Geschichte, Stroemfeld/Roter Stern, Frankfurt am Main 1977, Männerphantasien, Bd.2: Zur 



















































2)　 たとえば 2002 年に刊行された der Knall は、9.11 のワールドセンタービル爆破についての報
道を検証しながら現代の「現実概念」がこの事件以降、まったく変わってしまったことを論
じる評論集である。Klaus Theweleit : der Knall. 11. September, das Verschwinden der Realität 






































































































































































































































































5)　Klaus Theweleit: Das Land, das Ausland heißt. München 1995
6)　 Daniel Jonah Goldhagen: Hitler’s Willing Executioners: Ordinary Germans and the 




























7)　 Chaim A. Kaplan: Buch der Agonie. Das Warschauer Tagebuch des Chaim A. Kaplan.
　　 邦訳：ハイム・Ａ・カプラン『ワルシャワ・ゲットー日記―ユダヤ人教師の記録』〈上〉〈下〉
風行社（1939 年のナチスによるワルシャワ占領とそれ以降のワルシャワ・ゲットーでの日常






























































































































 10)　  Georg L. Mosse: Nationalism and Sexuality.　邦訳：G.L.モッセ『ナショナリズムとセクシャ
リティー』柏書房
11)　 Judith Butler: Gender Trouble. Feminism and the Subversion of Identity.（邦訳：『ジェン
































































12)　 国防軍犯罪展はハンブルクの社会研究所の主催で最初は 1995 年から 99 年までドイツとオー
ストリアの 33 都市を巡回して展示が行われた。「殲滅戦争　国防軍の犯罪 1941 － 44」とい
うタイトルで開催されたこの巡回展は、ショッキングな写真史料の展示方法と信憑性をめぐ
り、ドイツ国内だけではなく東欧圏を巻きこんだ激しい論争の材料となり、テーヴェライト



























13)　 Kate Millett: The Politics of Cruelty: An Essay on the Literature of Political Imprisonment. 
1994
14)　 Judith Butler については前出。 Inga Clendinnen はオーストラリア生まれの歴史学者、人類
学者。ラテン・アメリカの研究者として著名。主著に Ambivalent Conquests: Maya and 
Spaniard in Yucatan, 1517-1570: Aztecs: An Interpretation; Reading the Holocaust など




















15)　 Christian Gerlach: Krieg Ernährung Völkermord. Forschungen zur deutschen 
Vernichtungspolitik im Zweiten Weltkrieg, Hamburg 1998；Kalkulierte Morde. Die 








































































































































もある─にも示されている。」（バーデン新聞　1999 年 10 月 29 日付）
　確かにそうだったのだ。1999 年 11 月９日付の南ドイツ新聞でフリッツ・ゲット
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向けた兵士たちの視線
































































































4 4 4 4 4
の威力に期待したい。テレパシーのきまり
によれば、葉書なり手紙なりの送り主は、それが宛先にどうやって届いたかまで「わ
かる」そうだ。同じように、本の著者は自分の本が読者のもとにどう届いたかを「知
る」ことができる。あとのことはわからずともよい。そういうことだから、ぼくに
手紙を書いてくれても一向にかまわない。返事が来ることをおそれなくてもいい、
せいぜい本が送られてくるくらいだろう。
 クラウス・テーヴェライト　　
 フライブルク、2000 年初夏　　
